





















































































































































































































































































































(左よ り 〉 高橋， 谷 口 ， 小林， 渡透各研究員
内藤智秀元研究員
シ ンポ ジ ウ ム
四

定
し
た
が、
加
え
て
個
別
社
会
の
特
殊
な
条
件
に
よ
り
多
様
化
さ
れ
た
近
代
化
に
共
通
社
会
流
動
性
凹
R
E
So
E
K
E-o
p
し
た
特
色
を
識
別
し
て
列
挙
し
て
い
る。
川
技
術
水
準
向
上
と
産
業
構
造
変
化
(
第二
次、
(2) 
役
割の
 
様
化
(4) 専
門
化
(3) 
価
値
体
系
分
岐
で
あ
る。
近
代
化
第
三
次
産
業
発
達) 、
中
央
集
権
強
化、
 
の
概
念
規
定
が
今
回の
講
演の
目
的
で
は
な
い
が、
東
ア
フ
リ
カ
調
査
資
料の
整
理
に
際
し
比
較
検
討の
視
点
を
定
め
る
う
え
でエ
イ
ゼ
ン
シュ
タ
ッ
ト
の
定
義
が
有
用
と
考
え
た。二、
近
代
化の
諾
側
面
講
演
者
は
ウ
ガ
ン
ダの
キ
ゲ
ジ
州
で一
九
六
七
年
J
一
九
六
八
年 、
お
よ
び一
九
七
四
年
1一
九
七
五
年
に
通
算
一
六
ヶ
月の
現
地
調
査
を
実
施
し
た。
ウ
ガ
ン
ダ
は一
八
九
四
年
か
ら一
九
六二
年
ま
で
約
七
0
年
間
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
で
あ
っ
た
が、
キ
ジ
州
は
山
間
僻
地
で
あ
っ
た
た
め一
九
一
O
年
に
中
央
政
府の
支
配
が
確
立
し
た。
九一
四
年
に
カパ
レ
が
キ
グ
ジ
州
庁の
所
在
地
と
な
り
都
市
建
設の
端
緒
がつ
い
た。
州
庁
舎 、
裁
判
所 、
教
会 、
病
院 、
学
校 、
商
業 、
居
住用
建
築
物
が
設
営
さ
れ、
同
時
に
ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ
市
と
結
ぶ
道
路
建
設
が
進
め
ら
れ
た。
一
九
六
九
年
ダ
で
は
独
立
後
も
一
九
六
六
年 、
一
九
七一
年 、
一
九
七
九
年の
政
変
が
み
ら
れ
た
が、
カ
バ
レ
市
は
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
緩
慢
な
が
ら
都
市
と
し
て
成
長
を
続
け
て
き
た。
ウ
ガ
ン
ダ
全
土
は
OUR-口広
に
区
分
さ
れ
る。
キ
ゲ
ジ
は
は
中
央
政
府の
出
先
機
関
H
州
政
府 、
市
役
所 、
国
立
病
院 、
警
察
署 、
州
裁
判
所
な
ど
司
法
行
政の
中
枢
機
構
が
集
中
す
る。
ま
た
市
場 、
卸
小
売
商
屈
な
ど
流
通 、
サ
ッ
研
究
所
創
立
二
十
局
年
記
念
行
事
カ
!
場
な
ど
レ
ク
リェ
ー
ショ
ン
の
施
設
も
完
備し
て
い
る。
ウ
ガ
ン
ダ
の
教
育
は
イ
ギ
リ
ス
に
倣い
初
等
七
年 、
中
等
六
年、
高
等
三
年の
複
線
型
学
校
制
度
を
踏
襲
す
る。
ヵ
パ
レ
市
郊
外
に
中
等
学
校二 、
師
範
学
校
一
が
設
置
さ
れ
て
い
る。
保
護
領
時
代
は
も
ち
ろ
ん
独
立
後
も
数
年
間は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人の
勢
力
が
残
存し 、
司
法
行
政 、
教
育の
主
要
役
職
は
か
れ
らの
掌
中
に
あ
っ
た。
ま
た
金
融 、
商
品
流
通
面
は
イ
ン
ド・
パ
キ
ス
タン
系
住
民の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た。
一
九
七二
年の
非
ア
フ
リ
カ
人
強
制
退
去
に
よ
っ
て
全
国
規
模の
社
会
階
層
再
編
成
が
生
じ
た。
上
層
に
は
政
府 、
企
業の
幹
部
職
員 、
医
師 、
弁
護
士 、
裁
判
官 、
商
庖
経
営
者
が
進
出
し 、
中
層
は
政
府一
般
職
員 、
小
学
校
教
員 、
商
盾
従
業
員
が
占
め、
農
民
は
下
層
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
ブハ
ラ
村
は
カパレ
市の
南
方
に
あ
り
人
口
約二
万
二
千
で
あ
る。
集
落
は
約二
O
平
方
キロ
メ
ー
ト
ル
の
山
地
に
散
在
す
る
が、
そ
の
ひ
とつ
を
交
易セ
ン
タ
ー
と
定
め、
近
く
に
村
役
場
兼
裁
判
所 、
簡
易
診
療
所
を
設
営し
た。
チ
ガ
族
農
民
は
お
よ
そ
二
O
O
年
来
そ
の
周
辺
で
焼
畑
を
拓
き 、
も
ろ
こ
し 、
甘
藷 、
豆
類
を
栽
培
し
て
き
た 。
ま
た
少
数の
牛 、
山
羊 、
羊 、
鶏
を
飼
養
し
て
き
た。
政
府
は
村
役
場
に
農
耕 、
漁
撹
畜
産 、
医
療
衛
生の
専
門
助
手
を
配
置
し 、
生
活
改
善
指
導
に
努力
し
て
き
た。
以
前
は
各
集
落
内
部ま
た
は
氏
族
長
老の
調
停
で
処
理
さ
れ
た
紛
争
も、
村
裁
判
所
に
決
着の
場
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
伝
統
的
な
物
々
交
換
や
互
恵
行
為
円白ロHZ
同)円onH件
一可
は
消
滅
し
通
貨
に
よ
る
売
買
が
一
般
化
し
た。
交
易セ
ン
タ
ー
の
常
設
商
底 、
定
期
市 、
仲
買
人の
巡
回
が
農
村
に
お
け
る
通
貨
と
商
品の
循
環
を
活
液
化
し
て
い
る。
小
学
校へ
の
農
民
子
女の
通
学
も
普
及し
た。
し
か
し
有
償
で
あ
る
た
め
教
育
費
が
農
民
家
計
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る。
租
税の
金
納
化、
婚
資
調
達の
必
要
と
も
重
な
っ
て
青
壮
年
男
性の
出
稼
労
働
が
増
加
し
て
い
る。二
四
三
研
究
所
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
一 、
近
代
化
の
構
造
地
方
都
市
と
農
村
の
住
民
に
お
け
る
生
活
面
の
較
差
は
欧
米
工
業
国
の
商
品
流
入
に
伴
っ
て
拡
大
し
た。
こ
れ
ら
商
品
の
購
入
に
現
金
が
支
払
わ
れ
子
女
の
教
育
費
支
出
は
不
可
欠
で
あ
る。
俸
給
生
活
者
と
商
人
は
子
弟
の
教
育
に
支
出
を
惜
し
ま
な
い。
小
学
校
修
了
後
は
全
寮
制
中
学
校
へ
進
学
さ
せ
る。
こ
こ
で
英
語
能
力
に
習
熟
し
四
年
課
程
修
了
時
に
教
育
検
定
普
通
レ
ベ
ル
を
受
験
す
る。
合
格
す
れ
ば
さ
ら
に
二
年
就
学
し
て、
教
育
検
定
高
等
レ
ベ
ル
に
挑
戦
す
る。
一
九
七
四
年
度
の
推
計
で
は
児
童
三
人
の
う
ち
一
人
が
小
学
校
で
学
ぶ。
中
途
退
学
者
は
多
い
が、
小
学
校
修
了
者
一
O
O
人
中
わ
ず
か
八
人
が
中
等
教
育
を
受
け、
そ
の
う
ち
二
名
だ
け
検
定
高
等
レ
ベ
ル
を
受
験
す
る。
そ
し
て
一
名
の
み
大
学
に
進
む
こ
と
が
で
き
る。
地
方
エ
リ
ー
ト
の
最
低
要
求
水
準
は
中
等
学
校
四
年
課
程
修
了
で
あ
る。
こ
の
資
格
で
政
府
や
私
企
業
の
一
般
職
員 、
小
学
校
補
助
教
員
に
採
用
さ
れ
る。
収
入
は
低
額
だ
が
安
定
し、
意
識 、
消
費
生
活
面
で
農
民
層
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す。
上
層
エ
リ
ー
ト
に
属
す
幹
部
職
員
や
裁
判
官
は
検
定
高
等
レ
ベ
ル
合
格
が
要
求
さ
れ
る。
職
階 、
収
入
に
お
い
て
下
層
エ
リ
ー
ト
と
較
差
が
大
き
く、
居
住
地
区、
社
交
範
囲
と
も
に
ま
っ
た
く
異
っ
て
い
る。
両
者
の
接
触
は
職
場
で
職
務
上
に
限
定
さ
れ
る。
し
か
し
下
層
エ
リ
ー
ト
と
農
民
層
と
の
交
渉
は
密
接
で
あ
る。
居
住、
社
交
の
両
面
で
双
方
と
も
不
可
分
で
あ
り 、
収
入
に
お
い
て
も
際
立
っ
た
差
異
は
意
識
さ
れ
な
い
の
で 、
農
民
は
当
面
の
到
達
目
標
と
し
て
下
層
エ
リ
ー
ト
に
注
目
し、
模
倣
す
る。
気
象
条
件
が
コ
ー
ヒ
ー 、
棉
花
な
ど
換
金
作
物
栽
培
を
妨
げ、
チ
ガ
族
農
民
は
出
稼
労
働
の
ほ
か
現
金
取
得
の
方
途
が
な
い。
首
都
カ
ン
パ
ラ
で
の
就
業
は
小
学
校
未
修
了
二
四
四
重
労
働
に
従
事
す
る
ほ
か
は
な
い。
単
純
筋
肉
労
働
は
求
職
希
望
者
が
多
く
傷
病
や
口
論
も
直
ち
に
解
雇
の
原
因
と
さ
れ
る。
出
稼
者
は
僅
少
の
貯
蓄
を
携
え
て
帰
村
す
る
が、
現
金
取
得
の
必
要
か
ら
再
び
離
村
を
余
儀
な
く
さ
れ
る。
都
市
と
農
村
聞
の
人
口
移
動
が
活
液
化
し、
と
り
わ
け
農
村
部
の
青
壮
年
男
性
人
口
の
流
動
化
が
生
じ
る。
年
長
者
に
よ
る
伝
統
的
価
値
の
伝
達
は
継
受
者
の
不
足
不
在
に
よ
り
困
難
と
な
る。
他
方、
出
稼
者
は
異
種
族
民
と
の
接
触
交
流 、
都
市
生
活
体
験
を
通
じ
て
多
様
な
価
値
の
存
在
に
触
れ、
チ
ガ
族
伝
統
の
絶
対
視
に
同
意
し
え
な
く
な
る。
異
る
価
値
の
併
存
は
個
人
の
思
考
・
行
動
規
準
の
相
対
化
と
価
値
選
択
の
混
乱
を
導
く。
し
か
し
チ
ガ
族
農
村
の
現
況
で
は 、
こ
の
種
の
混
乱
に
あ
っ
て
も
個
人
の
洛
意
的
無
秩
序
な
価
値
選
択
は
許
容
さ
れ
な
い。
確
か
に
伝
統
的
価
値
の
規
制
は
弱
ま
っ
た
が、
小
学
校 、
教
会 、
村
役
場 、
裁
判
所
を
媒
介
と
し
た
新
ら
た
な
規
制
と
価
値
選
択
の
方
向
づ
け
が
認
め
ら
れ
る。
こ
の
状
況
で
下
層
エ
リ
ー
ト
の
啓
蒙
的
役
割
と
効
果
が
注
目
さ
れ
る。
か
れ
ら
自
身
が
学
校
教
育 、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
通
じ
て
西
欧
的
価
値
を
内
在
伯
さ
せ、
か
っ
日
常
密
接
な
農
民
層
と
の
交
渉
の
中
で
伝
統
的
価
値
と
の
触
れ
合
い
も
持
つ。
後
者
と
の
調
和
な
し
に
西
欧
的
価
値
導
入
が
望
み
え
な
い
事
実
を
知
悉
す
る
の
で
あ
る。
か
く
し
て
下
層
エ
リ
ー
ト
は
自
ら
の
実
践
に
よ
り
西
欧
的
価
値
を
体
現
す
る
ば
か
り
で
な
く、
伝
統
的
価
値
と
の
折
衷
を
計
り
チ
ガ
族
農
村
に
お
け
る
新
ら
た
な
価
値
体
系
樹
立
に
貢
献
す
る
と
い
え
る。
追
補
ウ
ガ
ン
ダ
に
対
す
る
経
済
援
助
ー 、
一
九
六
八
年
に
一
O
億
円
の
円
借
款
供
与
が
合
意
さ
れ
二
億
二
五
O
O
万
円
が
(
dm
g
r
O
R日
自
己
主
g
E
g
E
ε
の
拡
張
計
画
に
支
出
さ
れ
た。
2、
一
九
六
八
年
カ
ン
パ
ラ
市
に
職
業
教
育
セ
ン
タ
ー
設
立
の
協
定
を
締
結
し
た。
専
門
家一
dcH円、
身
体
障
害
者
復
帰
セ
ン
タ
ー 、
濃
減
計
圏 、
貿
易
公
社 、
放
送
公
社
に
専
門
家
を
派
遣
し
た 。
4、
一
九
六
八
年
以
降
の
五
年
問 、
回目。
B
Z
鉱
山
の
銅
鉱
石
約
三
O
O
億
円
を
輸
入
す
る
計
画 、
が
あ
っ
た。
以
上
外
務
省
経
済
局
編、
ウ
ガ
ン
ダ 、
一
九
六
八
年
シンポジウム
「
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
の
理
解」
司
A = 
研
究
員
高
橋
統一
話
題
提
供
者
渡
漫
宏、
小
林
隆
夫
谷
旦房一
男
各
研
究
員
研
究
所
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
在
』
、
チ。問穂
ルチス
トア出
』
た
、
り
二
四
五
研
究
所
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
。
二四八
〈三〉
戦
後
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
像
構
築
の
と
り
《
み
研
究
員
谷
口
房
男
世
界史
的
視
点に
立っ
て、
今日の
世界
情
勢を
認
識し
よ
うと
する
と
き 、
九
六
0
年
代
後半まで
強
調さ
れて
き
たと
こ
ろの
アジ
ア・
アフ
リ
カ・
ラ
テン
ア
メ
リカ三
大
陸人
民
連
帯の
動きと
その
理
念は 、
大き
く
後
退し
た
観を
呈し
てい
る
とい
えよ
う 。
その
原因の一
端と
して
は 、
一
九六
O
年
頃か
ら
徐々
に
表
面
化し
て
今日で
は
決
定
的と
なっ
て
きた
「
中ソ
対立」
や一
九六六
年
以
後の
イン
ド
ネ
シ
ア・
アル
ジェ
リア・
ガ
l
ナ
な
どに
お
ける
クー
デター
に
よ
る
非
同盟(
中立)
主
義
勢
力の
後
退 、
ま
た一
九七
0
年
代に
入つ
ての
中国にお
ける
プロ
レ
タ
リア
文
化
大
革
命の
終息と
最近の
カン
ボ
ジア
に
お
けるポル・
ポ
ト
政
権の
崩壊
など
に
みるい
わ
ゆる
新しい
型の
革
命の
試
みに
対
する
期
待が
幻
想で
あっ
たこ
と、
さ
らに
米
中
接近な
ど
を
挙げる
こ
と
がで
きよ
う 。
こ
の
よ
うな
情
勢の
も
と
で 、
現
代世
界の
動
向をい
か
に
認
識して
い
くか、
と
りわ
けアジ
ア・
アフ
リカの
動きを
どの
よ
うに
把
握し
位
置づ
ける
か、
ま
た
そ
の
指標をどこ
に
求め
得る
か
とい
うこ
と
は 、
重
要な
課
題で
ある
と
と
もに
極め
て
困
難な
問
題で
も
ある。
こ
うし
た
課
題へ
の
接近の
ために 、
戦
後日
本に
お
け
る
アジ
ア・
アフ
リカ
像
構
築へ
の
と
り
く
みの
努
力が
どの
よ
うに
な
さ
れて
き
た
か
を
明らかに
し
て
お
き
たい。
ま
た
そこ
で
構
築さ
れ
たア
ジ
ア・
アフ
リカ
像の
あろ
う 。
こ
の
こ
と
は
新しい
世界
情
勢に
対
する
認
識と
新た
な
アジ
ア・
アフ
リ
カ
像構
築へ
の
と
り
く
みに
向けての一
助と
な
り
得る
もの
と
思
う 。
そこ
で
具体
的に
は、
第二
次大
戦の
終戦
直
後か
ら一
九六
0
年
代
後
半までの
日
本に
お
ける
アジ
ア・
アフ
リカ
像
構
築の
と
り
く
みの
状況を
主とし
て
上
原
専
禄氏な
どの
著作を
通し
て
みてい
くこ
と
とし
たい。
第二
次世
界
大
戦
後の
世
界
情
勢は、
ヨ
ーロ
ッパ
の
強大
国イ、ギ
リス、
フ一フン
ス
な
どに
とっ
て
代っ
て、
ア
メ
リ
カと
ソピェ
ツ
ト
連
邦の二
大国に
よるい
わ
ゆ
る
「
米ソ
対立」
あるい
は
「
東西
対立」
と
表
現さ
れる
と
こ
ろ
のこ
大
陣
営の
冷
戦
構
造とし
て
出
発し
た。
すなわ
ち 、
ア
メ
リ
カ
を
先
頭と
する
資
本主
義・
帝国
主
義
陣
営と
ソピェ
ツ
ト
連邦を
筆
頭と
する
社
会主
義
陣
営との
対立とし
て
出
発
し
たの
で
ある。
こ
うし
たこ
大
国を
軸とし
て
対立が
展
開し
てい
く
中で 、
イン
ド
を
はじめ
と
し
たアジ
アの
諸民
族は、
一
七・
八
世紀
以
来ヨ
ーロ
ッパ
の
資
本主
義・
帝国主
義
諸
勢力に
よ
る
植民地
支配か
らの
政
治
的・
経
済
的・
文
化
的
独立
をめ
ざし
て
激しい
運
動を
繰りひろ
げていっ
た。
こ
こ
に
第二
次大
戦
後の一
時
期を
画
する
とこ
ろ
の
アジ
アに
お
ける
民
族
解
放運
動が
展
開さ
れ
ていっ
たの
で
ある。
こ
の
ア
ジ
ア
に
お
ける
民
族
解
放運
動の
高
揚は、
やが
て
「
中近
東」
や
北アフ
リ
カの
ア
ラブ
入
社
会へ
と
波
及し 、
つ
い
に
は
サハ
ラ
以
南の守フ
ラッ
ク・
アフ
リカへ
と
その
波が
至っ
たの
で
ある。
この
よ
うな
第二
次
大
戦
後の
民
族
解
放運
動の
高
揚
につ
い
て、
岡
倉古
志
郎氏は
「アジ
ア・
アフ
リカ
問
題
入
門(
第二
版)」(
岩
波
書
府 、
一
九六
七
年三
月)
の
中で 、
植民地
支
配か
らの
脱却の
過
程はほ
ぼ
三つ
の
時
期に
分か
れ、
かっ
各
時
期
ご
と
に
地
域
的
焦
点が
移っ
てい
る
こ
と
で
ある。
すな
わ
ち 、
戦
後の
民
族
独
研
究
所
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
り 、
第二
波は一
九五ニ
J五
七
年に
か
けて
西アジ
ア(い
わ
ゆる
「
中近
東」)
お
よ
び
北アフ
リカに、
第三
波は、
一
九五
七・
八
年
以
降現
在まで
「ブ
ラ
ツ
ク・
アフ
リカ」
(「黒人アフ
リカ」、
つ
ま
りサハ
ラ
砂漠
以
南の
アフ
リ
カ〉
お
よ
び
ラ
テン・
ア
メ
リ
カ
に
おこっ
てい
る 。
(三
頁)
とのべ
ら
れて
い
る。
こ
うし
た
民
族
解
放運
動の
結
実が 、
アジ
ア・
アフ
リカ
に
お
ける
新生
国
家の
誕
生で
あ
り 、
民
族の
独立で
あっ
た。
第二
次
大
戦
後の
世界
情
勢は、
一
九五
0
年
代
半ばか
ら
米ソ二
大
強国を
軸と
し
て
展
開
する一
方で 、
新生の
ア
ジ
ア・
ア
フ
リカ
諸国が
第三の
勢
力と
し
て
登
場し
て
き
たこ
と
に
よっ
て
大き
く
変
化し
て
き
た。
と
り
わ
けこ
れ
らの
新生
諸
国
家は
中立
主
義を
採る
非
同盟
諸国グル
ープ
の一
員とし
て
国
際
舞台に
拍
頭し
て
き
たの
で
ある。
こ
うし
た
世
界
情
勢の
変
佑に
伴っ
て、
その
歴史
的意
義を
把
握し、
世
界史
像
の
転換の
必
要
性を
察
知し 、
さ
らに
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カの
動
向を
世
界史
の
中に
正
当に
位
置づ
けよ
うと
する
動きが
生れて
きた。
こ
れが一
九五
0
年
代以
後 、
一
連の
著作を
通し
て
ア
ジ
ア・
アフ
リカ
像
構
築に
と
り
くんでこ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
上
原
専
禄・
飯塚
治二
氏た
ちの
業
績で
ある。
上
原
専
禄氏た
ちは、
ま
ずア
ジ
ア・
アフ
リ
カの
か
か
えてい
る
共通の
課
題が
な
んで
ある
か
を、
現
実の
ア
ジ
ア・
ア
フ
リカに
お
ける
民
族
解
放運
動の
展
開の
中に
見い
出
すの
で
ある。
すなわ
ち 、
ヨ
ーロ
ッパ
諸
勢
力に
よる
植民地
支
配か
らの
民
族の
独立、
い
い
か
えれ
ば
独立
国
家の
樹立で
あ
り 、
新生
国
家の
経
済
的
自
立と
その
基
盤の
確立で
ある。
こ
の
点こ
そア
ジ
ア・
ア
フ
リカの
諸民
族の
か
二
四
九
研
究
所
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
か
えてい
る
最
大かっ
共通
する
課
題で
あっ
た。
こ
うし
た
共通の
課
題
を
もっ
両
大
陸の
諸民
族は 、
その
課
題
達
成の
ため
に一
致
協
力し、
団
結
連帯し
てい
くこ
との
必
要
性を
痛感
するの
で
ある。
こ
こ
に
政
府レベ
ル
での
ア
ジ
ア・
アフ
リ
カ
会
議(
第一
回は一
九五五
年四
月にパ
ン
ドン
で
開
催 、
パ
ン
ドン
精
神)
や
民
間
レベ
ル
での
ア
ジ
ア・
アフ
リカ
諸国
人
民
連
帯
会
議(
第一
回は一
九五
七
年
二一
月に
カ
イロ
で
開
催 、
カ
イロ
宣
言)
あるい
は
全アフ
リカ
人
民
連
帯会
議やア
フ
リカ
独立
諸国
会
議の
開
催やアフ
リカ
統一
機
構の
結
成な
ど
を
みる
必
要が
ある
わ
けで
ある。
こ
の
よ
うな一
連の
動
向を
的
確に
把
握・
認
識し
た
上で 、
上
原氏
た
ちは
従
来
ヨ
ーロ
ッパ
人の
ための
ア
ジ
ア・
ア
フ
リカ
で
あ
り 、
ヨ
ーロ
ッパ
人が
主
人
公の
ア
ジ
ア・
ア
フ
リカ
か
ら 、
ま
さに
アジ
ア・
アフ
リカの
諸民
族が
主
人
公の
ア
ジ
ア・
ア
フ
リカ
が
生れて
きてい
る
こ
と
を
看
取し、
ま
たこの
地
域で
生
起し
てい
る
独立の
ための
革
命は 、
決し
てヨ
ーロ
ッパ
が
近
代に
おい
て
歩んだ
とこ
ろの
市民
草
命の
追体
験では
な
く、
むし
ろヨ
ーロ
ッパ
近
代との
対
決あるい
は
そ
れ
を
乗り
越える
もの
と
し
て
意
識
する
と
と
もに、
さ
らに
ア
ジ
ア・
アフ
リカの
独
立こ
そが 、
米ソの
冷戦
体
制の
中に
あっ
て
は
世
界平
和へ
の
道を
き
り
聞く
要で
ある
と
み
な
すの
で
ある。
こ
うし
た
認
識の
も
とに 、
従
来のヨ
ーロ
ッパ
人に
よ
るヨ
ーロ
ッパ
を
中心と
し
て
みる
世
界
史
像は
根
抵か
ら
切り
崩し
てい
く必
要
性が
生じ
て
き
たの
み
な
ら
ず 、
ア
ジ
ア・
ア
フ
リカ
を
世
界
史の
中に
どの
よ
うに
位
置づ
けてい
くべ
きか
を
検
討し
てい
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
くなっ
て
き
たこ
と
を
強調さ
れるの
で
ある。
こ
こ
に
ア
ジ
ア・
ア
フ
リカ
像の
枠
組が
設
定さ
れるの
で
ある。
こ
の
点につ
い
て、
上
原
専
禄氏は一
九五
0
年
代の
著作で
ある
「世
界
史に
お
ける
現
代ア
ジ
ア
(
増
二
五
O
補
改訂
版)」(
未
来
社 、
一
九六一
年六
月)
の
中で 、
ラン
ケの
時
代か
ら
今日にい
たる
まで 、
ヨ
ーロ
ッパ
人によっ
て
造
形さ
れ
た
世界
史
像の
最大の
欠
陥は 、
ヨ
ーロ
ッパ
中心
主
義そ
い
うまで
もな
く、
の
もの
に
ある。
そ
れ
を
裏返し
てい
えば 、
ア
ジ
アの
世
界に
たい
し
て
も 、
イス
ラム
の
世界に
たい
し
て
も、
人
類の
世
界
史上
独立の
地
位が
与
え
ら
れ
た
発展が
顧
慮さ
れてい
ない
とい
う
点 、
そ
れ
らの
点に
世
界
史の
構
造に
関
する
独
断が
ある、
とい
うこ
と
に
なる。
(
略)
歴
史
的
個
性を
ま
さし
く
個
性
的な
もの
と
し
て
評
価する
は
ずの
ラン
ケ
流の
「歴
史主
義」
は 、
世
界
史
像の
構
成に
おい
て
は
自
殺し
てい
る、
と
考えね
ば
なる
まい 。
(二
八
l二
九
頁)ヨ
ーロ
ッパ
人に
よ
るヨ
ーロ
ッパ
中心
史
観を
批
判し、
そし
て
現
代の
ア
ジ
アの
歴
史
的意
義は 、
ヨ
ーロ
ッパ
人
やア
メ
リカ
人によっ
て
構
とのベ 、想せ
ら
れて
き
た
世
界
史
像の
わ
くの
中に
あっ
て、
何もの
か
を
その
世界
史
像につ
け
加
える
こ
とで
は
な
く、
か
れ
らの
世
界
史
像の
全
構
造を
その
根
抵
に
おい
て
くつ 、が
えし、
そ
れに
代わ
る
新しい
世
界
史認
識の
基
本
構
造を
築
き
上
げつ
つ
あるこ
と
に
存
するの
で
は
ある
まい
か 。
(一二
O
頁)
とのベ 、
さ
らに
続けて、
現
代の
ア
ジアの
歴
史
的
意
義は 、
ヨ
ーロ
ッパ
中心の一
元
的
世
界
史認
識の
基
本
構
造を
放棄させつ
つ
あ
る
ほ
どの
巨大な
存
在にア
ジ
ア
が
なっ
て
き
た
点だ
けに
あるの
で
は
ない 。
ア
ジ
アの
世
界は 、
ひ
と
たび
獲
得し
た
自
由と
独立
を
ど
うし
て
ま
もるか、
とい
う
共
通の
問
題
情
況、
平
和の
実
現を
最
高
の
課
題と
し
て
自
覚する
共通の
問
題
意
識 、
そ
れ
ら
を
媒
介と
し
て 、
ま
さに一
ア
ジ
ア
に
お
け
る
現
代
の
歴
史
的
意
義
が
発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う。
(一一
二
頁)
と
の
べ
ら
れ
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
現
代
ア
ジ
ア
の
動
向
に
つ
い
て
の
歴
史
的
意
義
と
そ
れ
を
世
界
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
視
点
は、
こ
の
後
の
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
把
握
・
認
識
す
る
際
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
で、
こ
う
し
た
上
原
専
禄
氏
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
動
向
に
対
し
て
歴
史
的
意
義
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
視
点
は、
飯
塚
浩
二
氏
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る。
と
り
わ
け
飯
塚
浩
二
氏
は
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
な
物
の
見
方
や
と
ら
え
方
を
根
抵
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た。
そ
の
一
端
は
「
東
洋
史
と
西
洋
史
と
の
あ
い
だ』
(
岩
波
書
庖 、
一
九
六
三
年
四
月) 、
「
東
洋
へ
の
視
角
と
西
洋
へ
の
視
角」
(
岩
波
書
府 、
一
九
六
四
年
一
月) 、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
非
ヨ
i
ロ
ツ
パ」
(
岩
波
書
居 、
一
九
七
一
年
一
一
月)
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ、
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
「
飯
塚
浩
二
著
作
集」
全
一
O
巻
(
平
凡
社 、
一
九
七
四
年
一
一
月
i
七
六
年
一
一
月)
に
収
録
さ
れ
て
い
る。
四
第
二
次
大
戦
の
終
戦
直
後
か
ら
一
九
六
O
年
を
ピ
l
ク
と
し
て
高
揚
し
た
と
こ
ろ
の
民
族
解
放
運
動
は、
一
九
六
0
年
代
半
ば
に
至
っ
て
一
つ
の
転
換
期
を
迎
え
た。
す
な
わ
ち、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア、
ガ
i
ナ
な
ど
新
生
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
連
帯
の
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
運
動
を
推
進
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
国
家
元
首
(
ス
カ
ル
ノ 、
ベ
ン
ベ一
フ 、
エ
ン
ク
ル
マ)
が
軍
部
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
相
い
つ
い
で
て
い
た
第
二
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
中
止
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る。
一
方、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
お
膝
元
の
キ
ュ
ー
バ
で
は、
一
九
五
九
年
一
月
に
研
究
所
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
カ
ス
ト
ロ
に
率
い
ら
れ
た
キ
ュ
ーバ
の
民
衆
が
社
会
主
義
革
命
を
達
成
し
た。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で、
一
九
六
六
年
一
月
に
は
キ
ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
パ
ナ
に
お
い
て、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
三
大
陸
人
民
連
帯
会
議
が
開
催
さ
れ、
三
大
陸
人
民
の
連
帯
が
強
調
さ
れ
た。
し
か
し、
こ
の
ハ
パ
ナ
会
議
を
も
っ
て、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
一
時
期
を
画
し
た
民
族
解
放
運
動
の
高
揚
は、
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
集
中
さ
れ、
全
体
と
し
て
は
や
が
て
徐
々
に
下
降
線
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た。
と
は
い
え、
こ
の
時
期
に
築
き
あ
げ
ら
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
像
は、
そ
の
後
の
情
勢
に
鑑
み
て
も 、
基
本
的
に
は
今
日
な
お
継
続
・
発
展
・
強
化
す
べ
き
も
の
で
あ
り、
決
し
て
放
棄
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
う。
そ
の
た
め
に
も
上
原
専
禄
氏
・
飯
探
浩
二
氏
ら
の
著
作
を
通
し
て
現
代
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
認
識
方
法
と
そ
の
研
究
の
方
向
性
と
を
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
ろ
う。
討
論
話
題
提
供
者
と
し
て
の
右
の
諸
報
告
に
対
し
て、
芳
賀
正
明
(
文
化
人
類
学)
西
村
誠
(
教
育
学)
・
針
生
清
人
(
哲
学)
の
各
研
究
員
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
あ
り、
ま
た
研
究
員
以
外
の
参
加
列
席
者
か
ら
小
倉
欣
一
氏
(
経
済
学
部
教
授)
ら
の
発
言
な
ど
が
あ
っ
て
約
一
時
間
半
に
わ
た
り
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
た
が、
誌
面
の
都
合
上、
三
研
究
員
の
コ
メ
ン
ト
要
旨
を
左
に
記
載
す
る。
芳
賀
研
究
員
コ
一
報
告
は
と
も
に
史
学
専
攻
の
た
め
か、
歴
史
に
限
定
さ
れ、
人
類
学
的
立
場
で
の
文
化
論
的
関
心
か
ら
す
れ
ば
物
足
り
な
い。
谷
口
氏
の
民
族
解
放
運
動
と
い
う
一
括
的
二
五
研
究
所
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
か
ねる。
人
類
学
的
文
化
論で
は、
すべ
ての
文
化を
相
対
的
価
値の
下に
対
象に
す
る
が 、
と
り
わ
け
非西
欧
世
界を
重
視し
て
き
た。
こ
の
場
合 、
日
本
文
化が
ど
う
位
置づ
け
ら
れる
か
は、
わ
れわ
れ
日
本人がア
ジ
ア・
アフ
リカ
文
化と
と
り
くむ
場
合 、
極め
て
重
要と
なる 。
そ
れ
は
西
欧
文化と
日
本
文
化との
比
較を
ふ
ま
え
つ
っ 、
ア
ジ
ア・
アフ
リカの
諸
文
化と比
較
考
察し 、
位
置づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ 。
こ
の
点で 、
例えば
小
林氏の
視点に
は
AA
地
域で
キ
リス
ト
教
文
明が
ど
う
い
うふ
うに
闘っ
たか
が
全く
触れ
ら
れてい
ない
し、
イス
ラム
に
し
ろ 、
その
政
治
的
側
面だ
けで 、
教
科
書を
考
察し
てい
るの
は
知
何な
もの
で
あろ
うか。
西
村
研
究
員
アフ
リカへ
の
認
識
度を
示
す
もの
で
は
ない。
教
科
書も
第二・
三
回の
改訂
版を
対
象に
さ
れ
たが 、
第一
回
も
参照し
て
ほ
し
かっ
た。
ま
た、
現
在進
行
中の
第四
回
改
訂が
新
学習
指
導要
項
ーーと
くに
日
本と
関
連
深い
事
項をと
り
あ
げよ 、
と
の
指
定
iーに
もとづ
くこ
と
を
考
慮
する
と 、
政
治よ
り
も
経
済や
文
化の
比
重が
つ
よ
ま
るこ
と
が
予
想さ
れる。
さ
らに
高
校
教
科
書の
教
科
内
容と
学
問
の
成
果
(
日
本の
ア
ジ
ア・
アフ
リカ
学の
学
問レベ
ル)
とのつ
な
が
りが 、
意
外に
う
す
い
の
は
遺
憾な
が
ら
事
実で 、
こ
の
点 、
ど
うと
り
くんだ
らよ
いか
は一
つ
の
問題
で
あろ
う 。
針
生
研
究
員
三
報
告か
ら
多くの
示
唆を
得た
が 、
本日の
総合
テlマ
で
あ
る
庁
文
化H
が 、
わ
れ
わ
れの
共通
認
識とし
て、
欠
落し
てい
たこ
と
をあ
げ
ざる
を
得ない 。
こ
れ
はア
ジ
ア・
アフ
リカ
に
関
する
わ
れわ
れの
知
識がヨ
ーロ
ッパ
文
化
圏に
く
らべ
二
五二
甚だ
断
片
的で 、
体
系
的で
ない
こ
と
を
裏
書きし
てい
る。
芳
賀氏が
指
摘し
た
よ
うに、
日
本
文化の
A
A
諸文
化に
対する
位
置づ
け
が 、
や
は
り
問題で
ある。
谷
口
氏の
民
族
解
放運
動に
し
て
も、
その
後に
来る
もの、
例えばア
ジ
ア・
アフ
リ
カの
近
代
化に
は 、
思
想と
知
識・
技
術の
両面が
あ
り 、
そ
れは
A
A
独
自の
もの
で
あっ
て、
単に
欧
米の
追
体
験で
あっ
て
は
な
ら
ない 。
日
本が
アジ
ア・
アフ
リ
カ
に
対し
て
先進
性を
以つ
ての
ぞ
むの
で
な
くて、
そ
れ
ら
との
正
しい
協調
連
帯
を
如
何にし
て
生み
出すか
は、
本日の
総
合テlマ
その
もの
に
直
接間
接に
む
す
びっ
く
重
要
課
題と
云
うべ
きだろ
う 。
(
文
責 、
司
会・
高
橋
研
究
員)
